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６ 研究観点  研究拠点を形成する研究  

７ 研究代表者 

研究代表者名 所属部局名 職名 

原田 博夫 経済学部 教授 

８ プロジェクト参加研究者数 ２１  名 

９ 該当審査区分 理工・情報 生物・医歯 人文・社会 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 

研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

原田 博夫 経済学部・教授 ソーシャル・リスクマネジメント研究 研究代表：財政制度分析 

嶋根 克己 人間科学部・教授 ソーシャル・キャピタル研究 研究推進責任者：葬送分析 

金井 雅之 人間科学部・教授 ソーシャル・キャピタル研究 事務局長：社会調査分析 

神原  理 商学部・教授 経済・ビジネス研究 
経済・ビジネス研究：チーフ 

ソーシャル・ビジネス分析 

大橋 英夫 経済学部・教授 経済・ビジネス研究 中国・アジア経済分析 

鈴木 奈穂美 経済学部・准教授 経済・ビジネス研究 NPO 活動分析 

大矢根 淳 人間科学部・教授 ソーシャル・リスクマネジメント研究 
ソーシャル・リスクマネジメント 

研究：チーフ  防災社会学分析 

小池 隆生 経済学部・准教授 ソーシャル・リスクマネジメント研究 雇用・社会政策分析 

徐 一睿 経済学部・准教授 ソーシャル・リスクマネジメント研究 
中国調査における連携・ 

調整担当 

飯沼 健子 経済学部・教授 ソーシャル・キャピタル研究 
ソーシャル・キャピタル研究：チーフ 

ジェンダー分析

村上 俊介 経済学部・教授 ソーシャル・キャピタル研究 市民社会分析 

稲田 十一 経済学部・教授 ソーシャル・キャピタル研究 国際援助分析 

（共同研究機関等） 
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小林 盾 成蹊大学教授 ソーシャル・キャピタル研究 社会調査分析 

ホメリヒ カローラ 北海道大学准教授 ソーシャル・キャピタル研究 社会調査分析 

丸茂 雄一 専修大学兼任講師 ソーシャル・リスクマネジメント研究 集団的防衛法制分析 

鷲見 英司 新潟大学准教授 ソーシャル・キャピタル研究 
アンケート調査の地域経済 

分析 

中村 虎彰 
明治大学大学院 

兼任教員 
ソーシャル・リスクマネジメント研究 研究コンソーシアム 

林 玄鎮 
The Academy of Korean 
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Chairman 
日韓政治経済研究 研究コンソーシアム 

ダン グエン 

アイン 
ベトナム社会科学院 

副院長 
アジアの移民・雇用・労働研究 研究コンソーシアム 

チャン クアン 

ミン 

ベトナム社会科学院 

東北アジア研究所・ 

所長 

東北アジアの政治・経済研究 研究コンソーシアム 

スリチャイ 

ワンゲーオ 

タイ 

チュラロンコン大学 

平和紛争研究所・ 

所長 

アジアの農村社会研究 研究コンソーシアム 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

■研究者の追加

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

成蹊大学文学部現代社会学科・教授 小林 盾 社会調査分析 

（変更の時期：平成 ２９ 年 ７ 月 １ 日） 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

北海道大学大学院文学研究科・准教授 ホメリヒ カローラ 社会調査分析 

（変更の時期：平成 ３０ 年 ８ 月 １ 日） 

１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 
【研究プロジェクトの目的・意義】

本研究プロジェクトの目的は、（1）東アジアおよび東南アジアにおけるソーシャル・ウェルビーイン

グの現状と規定要因を、調査票（アンケート）「ライフスタイルと価値観に関する国際比較調査」によっ

て明らかにするとともに、（2）この地域の大学・研究機関からなる国際的な研究コンソーシアムを構築

し、将来にわたって協働的に研究するためのプラットフォームを形成することである。

ウェルビーイング（幸福）あるいは生活の質は、アリストテレス以来の社会科学における中心的なテ

ーマのひとつである。ウェルビーイングは、単に個々人の社会経済的地位にのみ関係するものではなく、

家族や近所づきあいなどの社会関係、政治制度や宗教などの社会体制によっても影響される。したがっ

て、この研究プロジェクトでは、単なる個人的なウェルビーイングではなく、社会的なウェルビーイン

グを対象にするため、経済学や社会学などの社会諸科学の学際的なアプローチによって、理論と実証の

両面からその姿を明らかにする。

東アジアおよび東南アジアは、このテーマを研究する際に重要な地域である。第 1 に、この地域は経

済力、政治体制、民族、文化、宗教などにおいてきわめて多様である。第 2 に、この地域は近代化に歩

み出す時期が遅かったため、21 世紀初頭の現在でも、伝統的な生活スタイル・価値観を色濃く残してい

る。第 3 に、この地域は、20 世紀中葉以降急速な経済発展・都市化を遂げ、経済のグローバル化の牽引

役でもある。第 4 に、さらにはこの地域では、少子高齢化という先進国共通の課題が、すでに現実のも
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のになりつつある。にもかかわらず、従来のソーシャル・ウェルビーイング研究の大半は、主に欧米で

の知見を基に進められてきた。

 したがって、東アジアおよび東南アジアを対象にソーシャル・ウェルビーイング研究を進めることは、

普遍性と個別性を識別・抽出するという意味で学術的にユニークであるだけでなく、この成果を各国・

地域やグローバル社会に提示できれば、各種政策面での貢献も大きい。

【計画の概要】
本研究プロジェクトは以下の 4 つの領域で、進めるものとする。（1）東アジアおよび東南アジアにお

けるソーシャル・ウェルビーイングの現状と規定要因を、調査票（アンケート）「ライフスタイルと価値

観に関する国際比較調査」によって明らかにする。調査対象国・地域は 7 つ（日本・韓国・台湾・ベト

ナム・タイ・フィリピン・インドネシア）に及ぶ。（2）これらのアンケート調査から得られた知見を基

に、シンポジウム（日本国内での開催）およびコンファレンス（海外）を開催し、研究成果を研究者や

学生、政府関係者や一般に向けて広く公開する。平成 28 年度以降は、毎年 2 回以上のペースで開催する。

（3）英文論集 The Senshu Social Well-being Review を毎年 1 回刊行し、ソーシャル・ウェルビーイン

グに関する最先端の研究成果を、世界の専門研究者に発信する。この論集は、専修大学学術機関リポジ

トリ（SI-Box）でもオンライン公開されているので、世界中の人が無償で閲覧できる。（4）和文論集『ソ

ーシャル・ウェルビーイング研究論集』も毎年 1 回刊行する。こちらは、主に日本の大学生・大学院生

と一般の人々に向けて、ソーシャル・ウェルビーイングをどのように理解し活用すればいいのかについ

て、わかりやすく伝えることを目的としている。この和文論集も無償でオンライン公開される。

（２）研究組織 
研究代表・原田博夫（経済学部教授）、研究推進責任者・嶋根克己（人間科学部教授）、事務局長・金

井雅之（人間科学部教授）の下、「経済・ビジネス研究（チーフ・神原理＜商学部教授＞）」「ソーシャル・

リスク・マネジメント（チーフ・大矢根淳＜人間科学部教授＞）」「ソーシャル・キャピタル研究（チー

フ・飯沼健子＜経済学部教授＞）」の 3 つの緩やかなグループを構築しつつも、研究会や現地調査ではグ

ループ横断的に取り組んでいる。本学専任教員である研究員は、経済学部・商学部・人間科学部の 3 つ

の学部から分野横断的に構成されており、ソーシャル・ウェルビーイングという学際的なテーマに対応

できる陣容になっている。また、客員研究員として国内外の研究機関からさまざまな分野の研究者を順

次迎えており、組織間連携や国際的な研究発信に寄与している。PD 及び RA については、平成 26 年度

は PD 1 名・RA 1 名、平成 27 年度以降は PD 1 名の体制で、データの整理や分析等の研究業務に取り組

んでいる。いずれも本学大学院の出身者であり、うち 1 名は本研究プロジェクトでの雇用期間中に博士

学位を取得し、国際学会での報告や論文執筆を重ねるなど、若手研究者の育成という趣旨に合致した成

果をあげている。研究支援体制については、社会知性開発研究センター事務課による手厚い支援により、

海外研究機関との調査委託契約の取り交わしなどの煩雑な業務をスムーズに遂行できている。

海外の研究機関・研究者との提携は、本研究プロジェクトスタート時は 3 カ国（韓国・ベトナム・タ

イ）4 名であったが、平成 30 年度には、8 カ国 63 名の研究コンソーシアムメンバーが参加する組織と

なった。アジア 8 カ国の共同研究機関組織は、韓国・ソウル国立大学アジア研究所社会科学資料院、台

湾・中央研究院（アカデミア・シニカ）人文社会科学研究所、ベトナム・ベトナム社会科学院社会学研

究所、タイ・チュラロンコン大学社会調査研究所、フィリピン・アテネオ・デ・マニラ大学社会科学部

／社会学・人類学科、インドネシア・インドネシア大学社会政治科学部／社会学研究室、モンゴル・独

立モンゴル研究所である。また日本国内では情報・システム研究機構データサイエンス共同利用基盤施

設／社会データ構造化センターとの間で覚書を取り交わし共同研究の体制を構築した。

（３）研究施設・設備等 
研究施設の面積及び使用人数  使用者数 21 名 
社会知性開発研究センター事務課（生田校舎 3 号館 1 階） 面積 93 ㎡ 
社会知性開発研究センター2（生田校舎 3 号館 1 階） 面積 24 ㎡

（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

＜優れた成果が上がった点＞ 
本研究プロジェクト全体での、主要な活動実績は、以下の 4 点に集約できる。 

１．ソーシャル・ウェルビーイング研究コンソーシアムの構築

本研究プロジェクト発足時点で提携関係のあった研究機関・研究者は 3 ヶ国（韓国・ベトナム・タイ）

だった。これらの 3 か国・研究機関とは、本研究プロジェクトの前身である文部科学省私立大学戦略的

研究基盤形成支援事業「持続的発展に向けての社会関係資本の多様な構築：東アジアのコミュニティ、
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セキュリティ、市民文化の観点から」（平成 21 年度～平成 25 年度、研究代表・原田博夫経済学部教授）

における現地調査の実施などで協働した実績があった。

本研究プロジェクトのスタート後、これら 3 研究機関・研究者からの紹介なども含めた各種ネットワ

ークを通じて、3 カ国以外の国・地域と順次、交渉・交流を進めた結果、最終的に、アジア 7 か国・地

域の大学・研究機関、および日本国内では、情報・システム研究機構データサイエンス共同利用基盤施

設／社会データ構造化センターとの間での多面的な提携・協力関係、すなわち「ソーシャル・ウェルビ

ーイング研究コンソーシアム」を構築することができた。これによって、本研究プロジェクトが当初想

定していた、最終かつ最大の目標を達成できたものと考える。

以下は、その具体的な展開である。

２．「ソーシャル・ウェルビーイング・アジア調査（SoWSA）」の実施 
平成 26 年度後半、調査票（アンケート）「ライフスタイルと価値観に関する国際比較調査」の項目・

内容を固め、平成 27 年 2 月に日本で、ウェブ調査を実施した。これが、その後の海外でのアンケート調

査の雛型となった。以降、平成 27 年度韓国、ベトナム、平成 28 年度は、タイ、フィリピン、平成 29
年度インドネシア、台湾で調査を実施した。各国の調査については報告論文として本研究プロジェクト

の論集に掲載されている。また、当初「ライフスタイルと価値観に関する国際比較調査」という名称で

実施したこの国際比較調査の匿名化処理済個票データとして、「ソーシャル・ウェルビーイング・アジア

調査」Social Well-Being Survey in Asia (SoWSA)という統一名称で、平成 31 年 4 月以降は、協定校で

ある韓国・ソウル国立大学アジア研究所社会科学資料院のデータアーカイブにおいて、一般公開される

予定である。

３．国際コンファレンス、シンポジウムの開催

平成 26 年度は、先行研究プロジェクト（文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業、平成 21
年度～25 年度）である社会関係資本（ソーシャル・キャピタル）研究センターでの研究成果を踏まえて、

本テーマに関する海外の先行研究者 1 名（フリードリッヒ・シュナイダー教授＜リンツ大学＞）を招い

てのシンポジウム「ソーシャル・ウェルビーイングと経済発展」（専修大学神田校舎、平成 26 年 12 月 6
日） ＊1 をおこない、幅広の意見交換を図った。 

平成 27 年度は、国内の先行研究者 2 名（小塩隆士・一橋大学教授、白石小百合・横浜市立大学教授）

を招いてのシンポジウム「『幸福』をつくる政策」（専修大学神田校舎、平成 27 年 11 月 28 日）（後援：

日本経済研究センター、星槎大学） ＊2 をおこない、本研究プロジェクトの特色を確認した。さらに、

海外での調査結果も確認するためのプロジェクトセミナー（平成 28 年 2 月 17 日～19 日）を専修大学富

士山中湖セミナーハウスでおこない、海外からの参加者とのソーシャル・ウェルビーイング研究に関す

る情報交換を通じて、国際的な研究者同士のネットワークの輪が広がり、研究コンソーシアムのプラッ

トフォームの基礎が形成された。

平成 28 年度は、プロジェクトセミナーに引き続くシンポジウム「アジアにおけるソーシャル・ウェル

ビーイング：アンケート調査を踏まえて」（専修大学サテライトキャンパス、平成 28 年 6 月 25 日） ＊

3 を開催し、国際的な研究コンソーシアムの形成が確実なものとなった。こうした準備段階を経て、第 1
回国際コンファレンス“Social Well-being and Sustainable Development Goals in Asia”（タイ・チュ

ラロンコン大学、平成 29 年 3 月 9 日・10 日）（後援：アジア開発銀行研究所、日本経済研究センター） 

＊4 を、本研究プロジェクトとしては初の海外（タイ）での開催にこぎつけた。 
平成 29 年度は、2 度の国際コンファレンスを実施した。第 2 回国際コンファレンスは“Social 

Well-being in the Context of Regional Integration: Searching for a Joint ASEAN Model”（ベトナム社

会科学院、平成 29 年 10 月 12 日・13 日）（後援：アジア開発銀行研究所、日本経済研究センター、城南

信用金庫） ＊5にて開催した。第3回国際コンファレンスは“Social Well-being, Social Policy and Social 
Transformation”（インドネシア・マグラン Plataran Heritage Convention Center、平成 30 年 3 月 4
日～6 日）（後援：アジア開発銀行研究所、日本経済研究センター、城南信用金庫） ＊6 にて開催した。

なお、このコンファレンスは、「日本・インドネシア国交樹立 60 周年記念事業」にも認定された。 
平成 30 年度も、2 度の国際コンファレンスを開催した。第 4 回国際コンファレンスは“Social 

Well-Being in the Asian Context: From a Comparative Perspective”（韓国・ソウル国立大学アジア研

究所、平成 30 年 6 月 29 日・30 日）（後援：日本経済研究センター、城南信用金庫） ＊7 にて開催し

た。第 5 回国際コンファレンスは“Balancing the Outcomes of Globalization: Roles of Social 
Well-Being”（専修大学生田校舎、平成 30 年 11 月 23 日・24 日）（後援：アジア太平洋社会学会、日本

経済研究センター、星槎大学、城南信用金庫） ＊8 を開催した。さらに、この第 5 回国際コンファレ

ンスの最終日（専修大学神田校舎、平成 30 年 11 月 25 日）には、公開シンポジウム「アジアにおける

『豊かさ』の新しい形」 ＊9 を開催した。このシンポジウムは、これまでの研究成果を日本国内に広
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く社会発信する観点から実施された。ここでは、二人の基調講演者大竹文雄・大阪大学大学院経済学研

究科教授、細田満和子星槎大学副学長／教授に加えて、アジア 8 か国・地域のコンソーシアムメンバー

も交えたパネル・ディスカッションで充実した議論が展開された。

４．論集の刊行

論集（英文、和文）の発刊に関しては、初年度から二つの論集を継続発行している。英文論集 The Senshu 
Social Well-being Review（No.1, March 2015 ＊10；No.2, March 2016 ＊11；No.3, September 2016
＊12；No.4, December 2017 ＊13；No.5, December 2018 ＊14）と和文論集『ソーシャル・ウェル

ビーイング研究論集』（No.1, 2015 年 3 月 ＊15；No.2, 2016 年 3 月 ＊16；No.3, 2017 年 3 月 ＊17；
No.4, 2018 年 3 月 ＊18；No.5, 2019 年 3 月 ＊19）の形で、毎年度発表している。両論集とも、本研

究プロジェクトの研究成果・活動状況を取りまとめて外部に情報発信するだけでなく、ソーシャル・ウ

ェルビーイング研究に関連した外部（とりわけ海外）からの投稿を認めており、英文論集 The Senshu 
Social Well-being Review と和文論集『ソーシャル・ウェルビーイング研究論集』では、外部からの投

稿を積極的に進める観点から、平成 28 年度後半の時点で、投稿規定を明確にして（英文論集については

American Sociological Association の Style Gide 第 5 版（2014）に準拠、和文論集については日本社会

学会の社会学評論スタイルガイド第 2 版（2009）に準拠）、両論集がソーシャル・ウェルビーイング研

究の国際的・学術的なプラットフォームとなることを目指している。

こうした論集（とりわけ英文論集 The Senshu Social Well-being Review）の透明性・公開性・国際性

の方針は国際的・学界にも広く受け入れられ、改定後の査読システムの下での原著論文は、No.4 で 5 本、

No.5 で 8 本に上っている。この論集（英文論集）は平成 31 年度以降も、本研究コンソーシアムのプラ

ットフォームになることがコンソーシアムメンバー間で合意されており、本研究プロジェクトとしても、

その継続には鋭意、協力・努力する予定である。

この他に、本研究プロジェクト・メンバーがそれぞれに国際学会での発表や、国際雑誌への投稿・掲

載などで実績を上げており、その詳細は、「１３．研究発表の状況」に記載されている。

＜課題となった点＞ 
 本研究センター・コンソーシアムにとってのいわばプラットフォームである社会（アンケート）調査

「ライフスタイルと価値観に関する国際比較調査」（最終的には、「ソーシャル・ウェルビーイング・ア

ジア調査（SoWSA）」と名称を統一）は、平成 26 年度末から平成 29 年度にかけて、アジア 7 か国・地

域で実施した。スタート時点では、日本での平成 27 年 2 月実施の質問票を英語版（標準版）とし、以後、

順次、それぞれの現地語に翻訳して実施した。つまり、本来的には同一の質問項目・スタイルだったに

もかかわらず、同じウェブ調査だった日本・韓国・台湾でも、標準版（英語）から各現地語への翻訳の

過程で、各国版に微妙な差異のあったことが判明している。さらには、訪問調査で実施した他の東南ア

ジア諸国（ベトナム、タイ、フィリピン、インドネシア）では、その調査手法でも無視できない相違点

が生じていた。

 こうした差異を調整・埋めるためには、事前に十分・慎重な準備が必要なことを改めて認識した。今

後、このような社会（アンケート）調査を実施する際には、大いに留意する必要があると考えている。 

＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 
 本研究プロジェクトは、専修大学内では、社会知性開発研究センター（センター長は学長）内の一拠

点と位置付けられていて、その活動は年間を通して、社会知性開発研究センター運営委員会で報告・チ

ェックされている。社会知性開発研究センター運営委員会には、年度初めには事業計画書を、年度末に

は事業報告書、自己点検評価報告書を提示している。年度中にも、6～7 回の委員会が開催されて、その

都度の事業活動を報告している。

さらに、この社会知性開発研究センターの活動自体も、全学的な自己点検評価委員会で、報告・チェ

ックを受けている。

大学基準協会の評価（平成 26 年度）では、この社会知性開発研究センターの活動は、「長所として特

記すべき事項」として評価されている。 

＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 
平成 29 年 2 月に実施した外部（第三者）評価では、3 名の評価者のいずれからも総合所見 A（目標を

大きく上回っている）をいただいた。特に、国際比較調査（アンケート）が着実に進んでいること、そ

の結果として、海外の大学・研究機関とのコンソーシアムが形成されつつあることなどが、高く評価さ

れた。国際学会での積極的な発表なども評価されている。今後に向けての留意点として、国際比較調査
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終了後の、国際的な共同発表や分析結果の国際雑誌での発表の増強が課題として指摘された。

国際比較調査の分析は、国際会議での発表機会の増加など、着実に成果を上げている。国際学術雑誌

への投稿・掲載の実績の一例として、2018 年に嶋根研究員の論文が Philosophical Transactions of the 
Royal Society B: Biological Sciences に掲載された。 ＊20 また、本研究プロジェクトでは平成 31 年

度以降も、継続的に英文論集 The Senshu Social Well-being Review（査読誌）を発刊して、海外を含め

たコンソーシアムメンバーへのプラットフォームを維持することにした。この英文論集の発刊の継続は、

ソーシャル・ウェルビーイングというテーマ・切り口が学術的・社会的に意味のあるものと認知しても

らうためには、必要不可欠な基盤だと考えるからである。

平成 31 年 3 月に実施した外部（第三者）評価においても 3 名の評価者より総合所見 A をいただいた。

今後に向けてのコメントとして、平成 27 年から平成 29 年にかけてアジア 7 カ国で実施した国際比較調

査を、一回限りとするのではなく、5 年ないし 10 年後に大規模な国際比較調査を実施して、いわば定点

観測のような成果に取り組むべきとの激励もいただいた。そのためには、アジアを対象にする方法論上

の基礎固めをして、大規模資金にチャレンジする必要性を改めて確認した。 

＜研究期間終了後の展望＞ 
本研究プロジェクトの成果は大別して 4 つある。第 1 は、アジア 8 カ国・地域でのソーシャル・ウェ

ルビーイング研究コンソーシアムが構築できたこと。第 2 は、「ソーシャル・ウェルビーイング・アジア

調査（SoWSA）」を実施できたこと。この実施時点では社会（アンケート）調査「ライフスタイルと価

値観に関する国際比較調査」と呼んでいたが、平成 31 年度以降のデータ公開に向けて、本研究プロジェ

クトの趣旨をより明快かつ端的に表現するものとして名称を変更・統一することにした。第 3 は、国際

コンファレンス（海外）、シンポジウム（国内）を毎年数回ずつ開催して、アカデミックな認識・交流を

深めると同時に、広く一般に公開することができたこと。第 4 は、論集（英文・和文）の発行である。

これらは相当な成果であると考えるが、なお、少なからずの課題も残している。今後は、こうした成果

と課題を踏まえながら、新たなステージへのレベルアップを図りたい。具体的には、以下の通りである。 
第 1 と第 3 に関しては、研究コンソーシアムでは、各国がそれぞれ持ち回りで、コンファレンスおよ

びフィールドワークの開催が可能である旨を申し出があり、平成 31 年度以降も各国での開催は可能な情

勢である。ただ、資金面でのハードルはあるので、何とかそれらを克服したいと考えている。第 2 に関

しては、まずは、本研究プロジェクトで実施した「ソーシャル・ウェルビーイング・アジア調査（SoWSA）」

データは、できるだけ早期に公開し、学会の知的財産としてプラットフォームとしたい。そのためにも、

まだ、データ・クリーニング作業の済んでいない国（ベトナム、フィリピン、タイ、インドネシア）に

関しては、順次、作業を終えている国（日本、韓国、台湾）の経験とマンパワーを提示しながら、整備

していきたい。次いで、この「ソーシャル・ウェルビーイング・アジア調査（SoWSA）」の一段のレベ

ルアップを図るためには、そもそも調査・設計・分析において、量的・質的な両面からの同時的なアプ

ローチが必要であると考える。こうした作業は、いわば、将来、本格的な国際比較調査をアジア各国で

実施するために必要な準備ともいえる。第 4 に関しては、和文論集は本研究プロジェクトの期限ととも

に終了するが、英文論集 The Senshu Social Well-being Review（査読誌）は、本研究プロジェクトによ

る国際共同研究の成果でもあり、貴重な知的財産でもある。専修大学での平成 31 年度以降の学内研究プ

ロジェクトとしての目途はついたので、ソーシャル・ウェルビーイング研究の国際的なプラットフォー

ムを維持していきたい。

＜今後期待される研究成果＞ 
 これまでに確立された研究コンソーシアムは、アジア各国間での研究者の交流を深め、幅広いものに

している。さらには、欧米を含んだ世界的な国際会議の場でも、こうしたネットワークは重要な要素に

なっており、将来に向けて継続・強化させる意思を本研究プロジェクトも持つ必要がある。具体的には、

現時点では、2 つの見通しを持っている。 
第 1 は、共通プラットフォームとして実施した社会調査「ソーシャル・ウェルビーイング・アジア調

査（SoWSA）」データは、公開の前段階としてのデータ・クリーニング作業を、日本・韓国・台湾のコ

ンソーシアムメンバー有志で、平成 29 年秋以降進めてきた。この作業は、専修大学と情報・システム研

究機構データサイエンス共同利用基盤施設（ROIS-DS）／社会データ構造化センター、韓国・ソウル国

立大学アジア研究所、台湾・中央研究院で進められ、3 ヶ国データに関しては、平成 31 年 4 月以降、公

開が可能な見通しである。残りの 4 ヶ国データに関しても、令和 2 年初頭（2020 年 1 月）までには完了

させる予定である。なお、このデータ公開に関しては、ソウル国立大学アジア研究所からの申し出によ

り、同機関内の社会科学資料院（Korea Social Science Data Archive; KOSSDA）で公開される見通し

である。ここを通じて、全世界の研究者向けに、二次分析用に一般公開されることになる。
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第 2 は、Springer 社から、ソーシャル・ウェルビーイング特集（2 巻本）の刊行（2020 年）を計画し

ている。内容としては、第 1 巻は、Social Well-being, Development, and Multiple Modernities in Asia
で、編者は、Jaeyeol Yee (Seoul National University)、原田博夫（専修大学）、金井雅之（専修大学）

の 3 名である。第 2 巻は、Diverse Mechanisms of Social Well-Being in Asia: Comparative Approaches
で、編者は、金井雅之（専修大学）、小林盾（成蹊大学）、Jaeyeol Yee (Seoul National University)の 3
名である。ここに採択される論文の多くは、いずれも、本研究プロジェクトのこれまでのコンファレン

スで発表・報告されたものをブラッシュアップしたものとなる予定である。もちろんその他にも、新た

な知見からの書き下ろしも含まれる。こうした学術的な成果発表は、ソーシャル・ウェルビーイング研

究の意義を国際的にも広く認知させる効果を持つと期待される。

＜研究成果の副次的効果＞ 
 研究コンソーシアムが形成され、海外の大学・研究機関との交流が深まった結果、ベトナム社会科学

院（平成 27 年 3 月締結）、タイ・チュラロンコン大学（平成 28 年 3 月締結）およびソウル国立大学ア

ジア研究所（平成 30 年 3 月締結）との間で、国際交流組織間協定を締結するに至った。これらの協定は、

平成 31 年 3 月末で当初の締結期間が終了するが、いずれの機関も継続を希望しているので、平成 31 年

度以降の継続手続きを進めている。

アジア各国・地域の持ち回り方式で開催されるコンファレンスとフィールドワークの結果、社会調査

に携わる中堅・若手の研究者が育ってくれば、研究ネットワークが実現したひとつの姿といえよう。

さらには、このソーシャル・ウェルビーイングの視点は、経済発展から人口減少局面に入っているア

ジアで、政策的にも明示的に取り入れることの必然性あるいは可能性の学術的基盤をグローバルな観点

からも提供できると考えている。 

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１） ソーシャル・ウェルビーイング   （２） ハピネス（幸福）   （３） アジア 

（４） ソーシャル・キャピタル（社会関係資本）   （５） QOL（生活の質）   

（６） BLI（ベター・ライフ・インデックス）  

（７） コミュニティ（地域社会）   （８） ワーク・ライフ・バランス  

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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会政策学会ソーシャル・キャピタルワークショップ：「ソーシャル・キャピタル研究における異分野間の学際

的知見の共有」, 東京, 日本大学（法学部 10 号館）, 2016.3.12.  

247. 原田 博夫, 2016, ワークショップ「ニューツーリズムにおける地域貢献の可能性」コーディネーター, 日本計

画行政学会第 39 回大会, 兵庫, 関西学院大学西宮上ヶ原キャンパス, 2016.9.10. 

248. 原田 博夫, 2017, 日韓の幸福感：アンケート調査「ライフスタイルと価値観」から, 統計研究会財政班・アジ

ア成長研究所共催 コンファレンス, 福岡, 北九州市, 2017.1.20.  

249. ＊9 細田 満和子, 2018, ウェルビーイングの為のレッスン：ブータンにおける GNH を目指す教育哲学と実

践を手がかりに, シンポジウム「アジアにおける『豊かさ』の新しい形」 専修大学社会知性開発研究センター

／ソーシャル・ウェルビーイング研究センター, 東京, 専修大学神田校舎, 2018.11.25.  

250. 松澤 明美・堀越 栄子・山口 麻衣・鈴木 奈穂美, 2017, 在宅介護者へのアウトリーチ型支援による家族介護

者への効果, 日本公衆衛生学会第 76 回大会, 鹿児島, かごしま県民交流センター, 2017.11.1. ［査読有］ 

251. 丸茂 雄一, 2014, パス図解析から窺えるもの, 政治社会学会第 5 回研究大会, 東京, 専修大学神田校舎, 

2014.11.2.  
252. ＊1 丸茂 雄一, 2014, パス図解析から窺えるもの, 国際シンポジウム「ソーシャル・ウェルビーイングと経済

発展」 専修大学社会知性開発研究センター／ソーシャル・ウェルビーイング研究センター, 東京, 専修大学神

田校舎, 2014.12.6.  

253. 宮川 英一, 2016, ｢四川大地震」に関する日本語文献: 制度展開と住宅再建に関する研究を中心に, 四川師範大

学日本研究中心災後重建歴史社会学研討会, 四川省（中国）, 四川師範大学日本研究中心, 2016.11.3. 

254. 宮川 英一, 2017, 災害からの「中長期復興」と周年事業：関東大震災の事例を中心に, 四川師範大学日本研究

中心災後重建歴史社会学研討会, 四川省（中国）, 四川師範大学日本研究中心, 2017.11.2.  

255. 宮川 英一, 2018, 日本における「四川大地震」への関心と研究文献: 近三年の動向を中心に, 四川師範大学日

本研究中心災後重建歴史社会学研討会, 四川省（中国）, 四川師範大学日本研究中心, 2018.11.8.  

256. 宮下 量久・鷲見 英司, 2015, 地方交付税の合併算定替と合併自治体の効率性に関するパネル・データ分析, 日

本財政学会第 72 回大会, 東京, 中央大学, 2015.10.17. ［査読有］ 

257. 宮下 量久・鷲見 英司, 2016, 地方交付税の合併算定替と合併自治体の効率性に関するパネル・データ分析, 日

本地方財政学会第 24 回大会, 静岡, 静岡大学, 2016.5.22. ［査読有］ 

258. 宮下 量久・鷲見 英司, 2016, 自治体合併前の積立金に関する実証分析, 日本財政学会第 73 回大会, 京都, 京

都産業大学, 2016.10.22. ［査読有］ 

259. 宮下 量久・鷲見 英司, 2017, 財政調整基⾦ の決定要因に関する実証分析, 日本計画行政学会第 40 回大会, 東
京, 青山学院大学, 2017.9.9. ［査読有］ 

260. 村上 俊介, 2014, インドシナ半島の人々の生活意識, 政治社会学会第 5 回研究大会, 東京, 専修大学神田校舎, 

2014.11.2.  
261. ＊1 村上 俊介, 2014, 東南アジア諸国における社会関係資本, 国際シンポジウム「ソーシャル・ウェルビーイ

ングと経済発展」 専修大学社会知性開発研究センター／ソーシャル・ウェルビーイング研究センター, 東京, 

専修大学神田校舎, 2014.12.6.  

262. 村上 俊介, 2016, 日本におけるベトナム研究の視座の変遷, ベトナム社会科学院東北アジア研究所主催 日越

国際シンポジウム, ハノイ（ベトナム）, ベトナム社会科学院会議室, 2016.9.28. ［査読有］［招待講演］ 

263. ＊2 矢崎 慶太郎, 2015, 日本調査の概要と主な知見, シンポジウム「『幸福』をつくる政策」 専修大学社会知

性開発研究センター／ソーシャル・ウェルビーイング研究センター, 東京, 専修大学神田校舎, 2015.11.28.  

264. 矢崎 慶太郎, 2016, ジェンダーギャップと幸福度：労働時間と家事労働の比較から, 社会政策学会ソーシャ
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ル・キャピタルワークショップ：「ソーシャル・キャピタル研究における異分野間の学際的知見の共有」, 東京, 

日本大学（法学部 10 号館）, 2016.3.12.  

265. 矢崎 慶太郎, 2017, 社会的多様性が主観的幸福に結びつく条件： コミュニティか社会的関心か, 第 90 回日本

社会学会大会, 東京, 東京大学, 2017.11.4. ［査読有］ 

266. 山本 耕資, 2015, 平等化政策志向の計測――具体的な程度を尋ねる調査項目の開発, 数理社会学会第 59 回大

会, 福岡, 久留米大学, 2015.3.14. ［査読有］ 

267. 山本 耕資, 2015, 政策選好を形成する価値判断基準と事実認識―なぜ時に大学進学者はより強い平等化政策

を望むのか, 数理社会学会第 60 回大会, 大阪, 大阪経済大学, 2015.8.29. ［査読有］ 

268. 山本 耕資, 2016, 連続型所得分布での近似による政策選好の把握―所得変換関数と最低所得水準, 数理社会学

会第 61 回大会, 東京, 上智大学, 2016.3.18. ［査読有］ 

269. 山本 耕資, 2016, 所得平等化政策に関する選好の計測と分析, 日本応用数理学会第 51 回数理政治学研究部会, 

東京, 政策研究大学院大学, 2016.12.9. ［招待講演］ 

270. 山本 耕資, 2019, ウェブ調査の ISCO 職業大分類コーディング：専修大学 SWB 日本調査データでの作業報告, 

数理社会学会, 立命館大学.［査読有］ 

＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 

＜既に実施しているもの＞ 
Ⅰ. シンポジウム・コンファレンス・セミナー（シンポジウムポスターは別紙１参照） 
【平成 26 年度】 

■第１回シンポジウム

テーマ：ソーシャル・ウェルビーイングと経済発展

Social Well-being and Economic Development 
日時  平成 26 年 12 月 6 日（土）14:00 - 17:30 
場所  専修大学神田キャンパス 7 号館 731 教室（参加者 41 名） 
内容  問題提起

原田博夫（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター代表・経済学部教授）

基調講演：“Well-being and the shadow economy” 
Friedrich Schneider 

（オーストリア国 Johannes Kepler University of Linz・教授） 
「東南アジア諸国における社会関係資本」

村上俊介（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター研究員・経済学部教授）

「川崎市における市民の地域意識とソーシャル・ウェルビーイング」

神原理（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター研究員・商学部教授）

「災害からの復元力（レジリエンス）」

大矢根淳

（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター研究員・人間科学部教授） 

「パス図解析から窺えるもの」

丸茂雄一

（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター客員研究員・専修大学兼任講師） 
質疑応答

司会・進行：金井雅之

（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター研究員・人間科学部教授） 

【平成 27 年度】 
■第 2 回シンポジウム
テーマ：「幸福」をつくる政策

日時  平成 27 年 11 月 28 日（土）12:30 – 17:40 
場所  専修大学神田キャンパス 7 号館 731 教室（参加者 50 名） 
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内容  シンポジウムの趣旨と問題提起

原田博夫（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター代表・経済学部教授）

基調講演：「ソーシャル・キャピタルと幸福度」

小塩隆士（一橋大学経済研究所・教授）

基調講演：「幸福度をはかる」

白石小百合（横浜市立大学国際総合科学部・教授）

研究報告：「日本調査の概要と主な知見」

矢崎慶太郎（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター・ポスト・ドクター）

研究報告：「ソーシャル・キャピタルとソーシャル・ウェルビーイング」

金井雅之 

（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター研究員・人間科学部教授） 
研究報告：「幸福度と地域要因」

鷲見英司 

（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター客員研究員・新潟大学准教授）

パネル・ディスカッション

総合司会：嶋根克己 

（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター研究員・人間科学部教授）

■プロジェクトセミナー

日程 平成 28 年 2 月 17 日（水）～ 2 月 19 日（金） 
場所 専修大学富士山中湖セミナーハウス

参加者 Jaeyeol Yee, Dang Nguyen Anh, Surichai Wun’gaeo, Vithaya Kulsomboon, 
Surangrut Jumnianpol, Emma Porio, Paulus Wirutomo, Iwan Gardono Sudjatmiko, 
原田博夫、飯沼健子、稲田十一、金井雅之、丸茂雄一、村上俊介、大矢根淳、嶋根克己、

徐一睿、田中康裕、宮川英一、矢崎慶太郎

【平成 28 年度】 
■第 3 回シンポジウム

テーマ：アジアにおけるソーシャル・ウェルビーイング―アンケート調査を踏まえて― 
Social Well-being in Asia: Empirical Evidences and Theoretical Perspectives 

日時  平成 28 年 6 月 25 日 (土)  9:30 – 17:00 
場所  専修大学サテライトキャンパス（スタジオＡ／参加者 31 名） 
内容  開会の挨拶

原田博夫（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター代表・経済学部教授）

「日本・韓国・ベトナム調査」

金井雅之（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター研究員・人間科学部教授）

田中康裕（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター客員研究員・専修大学兼任講師）

Jaeyeol Yee（ソウル国立大学） 
Hearan Koo（ソウル国立大学） 
Ee-Sun Kim（ソウル国立大学） 
Dang Nguyen Anh（ベトナム社会科学院） 
Nghiem Thi Thuy（ベトナム社会科学院） 

「アジア各国のソーシャル・ウェルビーイング研究」

Emma Porio（アテネオ・デ・マニラ大学） 
Surichai Wun’gaeo（チュラロンコン大学） 
Paulus Wirutomo（インドネシア大学） 
Iwan Gardono Sudjatmiko（インドネシア大学） 
Yin Yue（上海財経大学） 

パネルディスカッション

閉会の挨拶

Surichai Wun’gaeo（チュラロンコン大学） 

■第 1 回国際コンファレンス

テーマ：ソーシャル・ウェルビーイングとアジアにおける持続可能な開発目標

37



（様式 2） 

法人番号 131039 
プロジェクト番号 S1491003 

Social Well-being and Sustainable Development Goals in Asia 
日時  平成 29 年 3 月 9 日 (木)  9:00 – 17:00 

平成 29 年 3 月 10 日 (金)  9:00 – 16:30 
場所  タイ・チュラロンコン大学

［参加者：3/9（木）48 名、3/10（金）128 名）］ 
内容【3 月 9 日 (木)】 

Opening Remarks Prapart Pintobtang（チュラロンコン大学） 
Reports on 2016 Social Well-being Survey in Thailand 

Surangrut Jumnianpol（チュラロンコン大学） 
Social Well-being in the Philippines: Indicators and Patterns 

Emma Porio, Justin Charles G. See（アテネオ・デ・マニラ大学） 
Quantitative Analyses of SWB Surveys in Japan, Korea, and Vietnam 

Jaeyeol Yee（ソウル国立大学） 
Seokho KIM（ソウル国立大学） 
飯沼健子（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター研究員・経済学部教授）

Social Well-being and SDGs in Southeast Asia 
Francisia SSE Seda（インドネシア大学） 
稲田十一（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター研究員・経済学部教授）

Paulus Wirutomo（インドネシア大学） 
Daisy Indira Jasmine（インドネシア大学） 
Riena Julianisa（インドネシア大学） 

Closing Remark
原田博夫（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター代表・経済学部教授）

【3 月 10 日 (金)】 
Opening Remarks Bundhit Eua-arporn（チュラロンコン大学） 
Keynote Address I: From SDGs to Social Wellbeing: Policy-Knowledge Linkages 

Hans van Willenswaard（School for Wellbeing Studies and Research） 
Keynote Address II: (video) 

吉野直行（アジア開発銀行研究所所長, 慶應義塾大学名誉教授） 
SDGs and Well-being in East and Southeast Asia: Engaging Stakeholders 

Emma Porio（アテネオ・デ・マニラ大学） 
Iwan Gardono Sudjatmiko（インドネシア大学） 
Ganda Upaya（インドネシア大学） 
Indera Pattinasarany（インドネシア大学） 
Jauharul Anwar（インドネシア大学） 
Adrianus Jebatu（インドネシア大学） 
Surya Adiputra（インドネシア大学） 
Marco Roncarati（Social Development Division, UNESCAP） 
Victor Karunan（UNICEF Malaysia） 

Keynote Address III: From Wealth to Well-being: Economics as if Life Mattered 
Apichai Puntasen（Rangsit University and Thailand Rural Reconstruction Movement: 

 Foundation under Royal Patronage） 
Well-being and SDGs, Death and Well-being: Connections and linkages 

嶋根克己（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター研究員・人間科学部教授）

Pavika Sriratanaban（チュラロンコン大学） 
Narumon Hinshiranan（チュラロンコン大学） 

Social Well-being and Multi-level Learning in East and Southeast Asia 
原田博夫（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター代表・経済学部教授）

Surichai Wun’gaeo（チュラロンコン大学） 
Closing Remark   

Amara Pongsapich（チュラロンコン大学） 

【平成 29 年度】

■第 2 回国際コンファレンス

テーマ：地域統合の流れの中でのソーシャル・ウェルビーイング―ASEAN モデルを目指して― 
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Social Well-being in the Context of Regional Integration: 
Searching for a Joint ASEAN Model 

日時  平成 29 年 10 月 12 日 (木)  8:30 – 16:00 
平成 29 年 10 月 13 日 (金)  8:30 – 17:00 

場所  ベトナム・ベトナム社会科学院

［参加者：10/12（木）28 名、10/13（金）90 名）］ 
内容【10 月 12 日 (木)】 

Welcome Remarks
Dang Nguyen Anh（ベトナム社会科学院） 
原田博夫（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター代表・経済学部教授）

Session 1. Evaluation of Societies and Well-being 
Hearan Koo（ソウル国立大学） 
Yi-fu Chen（國立臺北大學） 
山本耕資（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター客員研究員・Hylab LLP） 

Session 2. Structure of Happiness and Relative Comparisons 
小林盾（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター客員研究員・成蹊大学教授）

原田博夫（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター代表・経済学部教授）

金井雅之（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター研究員・人間科学部教授）

Special Session 1. Harmonizing SWB Data for Publication 
In Chol SHIN（ソウル国立大学） 
Jaeyeol Yee（ソウル国立大学） 
矢崎慶太郎（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター・ポスト・ドクター）

Special Session 2. Well-being Surveys in Mongolia 
Dolgion Aldar（the Independent Reasearch Institute of Mongolia; IRIM） 

【10 月 13 日 (金)】 
Opening Remarks 

Dang Nguyen Anh（ベトナム社会科学院） 
原田博夫（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター代表・経済学部教授）

Video Shows 
吉野直行（アジア開発銀行研究所所長、慶應義塾大学名誉教授）

吉原毅（城南信用金庫）

Session 1. Regional Integration, Social Welfare, and Social Well-being 
Surichai Wun’gaeo（チュラロンコン大学） 
Surangrut Jumnianpol（チュラロンコン大学） 
Iwan Gardono Sudjatmiko（インドネシア大学） 
Indera Ratna Irawati Pattinasarany（インドネシア大学） 
Lidya Triana Aly（インドネシア大学） 
Roy Ferdy（インドネシア大学） 
Gunawan（インドネシア大学） 
Tiara Wahyuningtyas（インドネシア大学） 
Rangga Ardan Rahim（インドネシア大学） 
Dang Nguyen Anh（ベトナム社会科学院） 

Session 2. Development Models and Regional Integration in ASEAN 
稲田十一（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター研究員・経済学部教授）

Le Kim Sa（ベトナム社会科学院） 
飯沼健子（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター研究員・経済学部教授）

Session 3. Transformation in Southeast and East Asian Societies 
村上俊介（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター研究員・経済学部教授）

Francisia SSE Seda（インドネシア大学） 
Lugina Setyawati（インドネシア大学） 
Yosef Hilarius Timu Pera（インドネシア大学） 
Rika Febriani（インドネシア大学） 
Pebriansyah（インドネシア大学） 
嶋根克己（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター研究員・人間科学部教授）

金井雅之（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター研究員・人間科学部教授）
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Closing Remark & Invitation to the next Conference 
Dang Nguyen Anh（ベトナム社会科学院） 
Iwan Gardono Sudjatmiko（インドネシア大学） 

■第 3 回国際コンファレンス

テーマ：ソーシャル・ウェルビーイング、社会政策と社会変動

Social Well-Being, Social Policy, and Social Transformation 
日時  平成 30 年 3 月 4 日 (日)  9:00 – 17:00 

平成 30 年 3 月 5 日 (月)  9:00 – 17:00 
場所  インドネシア・マグラン プラタラン ヘリテージ・コンベンションセンター

［参加者：3/4（日）27 名、3/5（月）40 名］ 
内容【3 月 4 日 (日)】 

Opening Remark
Paulus Wirutomo（インドネシア大学） 
原田博夫（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター代表・経済学部教授）

吉野直行（アジア開発銀行研究所所長、慶応大学名誉教授）

Special Session: Social Well-being Survey in Indonesia 
Paulus Wirutomo（インドネシア大学） 
Iwan Gardono Sudjatmiko（インドネシア大学） 
Francisia SSSE Seda（インドネシア大学） 
Lugina Setyawati（インドネシア大学） 
Evelyn Suleeman（インドネシア大学） 
Daisy Indira Yasmine（インドネシア大学） 
Yosef Hilarius Timu Pera（インドネシア大学） 
Roy Ferdy Gunawan（インドネシア大学） 

Session 1: Social Capital and Social Exclusion 
原田博夫（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター代表・経済学部教授）

鷲見英司（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター客員研究員・新潟大学准教授）

矢崎慶太郎（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター・ポスト・ドクター）

Emma Porio（アテネオ・デ・マニラ大学） 
Justin See（アテネオ・デ・マニラ大学） 

Session 2: Social Network and Measurement 
Hsiu-Jen Yeh（國立中正大學） 
山本耕資（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター客員研究員・Hylab LLP） 

Session 3: Structure of Social Well-Being 
大﨑裕子

（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター客員研究員・人間科学部兼任講師）

Jaeyeol Yee（ソウル国立大学） 
In-Cheol Shin（ソウル国立大学） 
Hearan Koo（ソウル国立大学） 
Sang-Hee Park（ソウル国立大学） 
Surichai Wun’gaeo（チュラロンコン大学） 

【3 月 5 日 (月)】 
Plenary Session 

Paulus Wirutomo（インドネシア大学） 
Wiwin Widi（BAPPEDA Central Java） 

Parallel Session 4a: Family in Transition 
嶋根克己（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター研究員・人間科学部教授）

Evelyn Suleeman（インドネシア大学） 
Parallel Session 4b: Development and Well-Being 

Sulastri Sardjo（インドネシア大学） 
Ricardi S. Adnan（インドネシア大学） 

Parallel Session 5a: Well-Being of Children 
Raphaella Dewantari Dwianto（インドネシア大学） 
Endry Fatimaningsih（インドネシア大学） 
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Parallel Session 5b: Corruption, Democracy, and Support Networks 
Kamanto Sunarto（インドネシア大学） 
Robert M. Z. Lawang（インドネシア大学） 
Seokho Kim（ソウル国立大学） 

Session 6: Happiness in Indonesia 
小林盾（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター客員研究員・成蹊大学教授）

Indera Ratna Irawati Pattinasarany（インドネシア大学） 
Session 7: Social Inclusion and Social Well-Being 

金井雅之（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター研究員・人間科学部教授）

Bold Tsevegdorj（Independent Reasearch Institute of Mongolia; IRIM） 
Dolgion Aldar（Independent Reasearch Institute of Mongolia; IRIM） 
Byambasuren Yadmaa（Independent Reasearch Institute of Mongolia; IRIM） 

Closing Remarks and Invitation to the next Conference 
Paulus Wirutomo（インドネシア大学） 
原田博夫（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター代表・経済学部教授）

Jaeyeol Yee（ソウル国立大学）

【平成 30 年度】

■第 4 回国際コンファレンス

テーマ：アジア的文脈におけるソーシャル・ウェルビーイング：比較の視点から

Social Well-Being in the Asian Context: From a Comparative Perspective 
日時  平成 30 年 6 月 29 日 (金)  9:00 – 17:15 

平成 30 年 6 月 30 日 (土)  9:00 – 16:10 
場所  ソウル国立大学・アジア研究所

［参加者：6/29（金）54 名、6/30（土）52 名］ 
内容【6 月 29 日 (金)】 

Opening Remarks
SooJin Park（ソウル国立大学） 
Hyun-Chin Lim（ソウル国立大学） 
原田博夫（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター代表・経済学部教授）

Session 1. Social Transformation and Social Well-Being 
Jaeyeol Yee（ソウル国立大学） 
Batsugar Tsedendamba（the Independent Research Institute of Mongolia; IRIM） 
Bold Tsevegdorj（the Independent Research Institute of Mongolia; IRIM） 
Byambasuren Yadmaa（the Independent Research Institute of Mongolia; IRIM） 
Dashzeveg Lkhagvanorov（the Independent Research Institute of Mongolia; IRIM） 
Surichai Wun’gaeo（チュラロンコン大学） 

Session 2. Detecting Social Well-Being in Asia 
Iwan Gardono Sudjatmiko（インドネシア大学） 
Roy Ferdy Gunawan（インドネシア大学） 
Lidya Triana Aly（インドネシア大学） 
Tiara Wahyuningtias（インドネシア大学） 
Rangga Ardan Rahim（インドネシア大学） 
Francisia SSSE Seda（インドネシア大学） 
Lugina Setyawati Setiono（インドネシア大学） 
Yosef Hilarius Timu Pera（インドネシア大学） 
Rika Febriani（インドネシア大学） 
Kevin Nobel Kurniawan（インドネシア大学） 
Muhammad R. Damm（インドネシア大学） 
原田博夫（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター代表・経済学部教授）

鷲見英司（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター客員研究員・新潟大学准教授）

Session 3. Fairness, Inequality, and Well-Being 
金井雅之（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター研究員・人間科学部教授）

Yi-fu Chen（國立臺北大學） 
小林盾（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター客員研究員・成蹊大学教授）

Dolgion Aldar（the Independent Reasearch Institute of Mongolia; IRIM） 
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Ming Chang Tsai（台湾中央研究院） 
Session 4. From Knowledge to Policy 

Dang Nguyen Anh（ベトナム社会科学院） 
Emma Porio（アテネオ・デ・マニラ大学） 
Justin See（ラ・トローブ大学） 
Arjay Dineros（アテネオ・デ・マニラ大学） 
Hearan Koo（ソウル国立大学） 
Dong-Kyun Im（ソウル市立大学校） 
Sang-Hee Park（ソウル国立大学） 

【6 月 30 日 (土)】
Session 5. Death, Fear, Suicide, and Well-Being

嶋根克己（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター研究員・人間科学部教授） 

芝井清久（ｿｰｼｬﾙ･ｳｪﾙﾋﾞｰｲﾝｸﾞ研究センター客員研究員・ 

情報・ｼｽﾃﾑ研究機構ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ共同利用基盤施設社会ﾃﾞｰﾀ構造化ｾﾝﾀｰ 特任助教） 
Fadlan Khaerul Anam（インドネシア大学） 

Session 6. Social Capital and Well-Being 
矢崎慶太郎（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター・ポスト・ドクター）

大﨑裕子（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター客員研究員・

東京大学社会科学研究所 特任助教）

Seok-ho Kim（ソウル国立大学） 
Session 7. Context Matters: Linking Micro and Macro 

Paulus Wirutomo（インドネシア大学） 
Evelyn Suleeman（インドネシア大学） 
Daisy Indira Yasmine（インドネシア大学） 
Riena J. Surayuda（インドネシア大学） 
Indera Ratna Irawati Pattinasarany（インドネシア大学） 
Yow-Suen Sen（國立臺北大學） 

Closing Remarks and Invitation to Tokyo Conference 
Jaeyeol Yee（ソウル国立大学） 
原田博夫（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター代表・経済学部教授） 

■第 5 回国際コンファレンス・平成 30 年度シンポジウム

テーマ：アジアにおける「豊かさ」の新しい形―ソーシャル・ウェルビーイングに着目して―

Balancing the Outcomes of Globalization: Roles of Social Well-Being 
日時  平成 30 年 11 月 23 日 (金)  9:30 – 17:00 

平成 30 年 11 月 24 日 (土)  9:00 – 17:00 
平成 30 年 11 月 25 日 (日)  10:00 – 18:00 

場所  専修大学 生田校舎 3 号館 7 階 蒼翼の間 
 神田校舎 7 号館 3 階 731 教室 

［参加者：11/23（金）43 名、11/24（土）35 名、11/25（日）73 名］ 

内容【11 月 23 日 (金)】アカデミック ミーティング 
Opening Remarks 
 原田博夫（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター代表・経済学部教授）

 佐々木重人（専修大学・学長）

Session 1: Economic Growth and Inequality 
 小林盾（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター客員研究員・成蹊大学教授）

Dolgion Aldar（the Independent Reasearch Institute of Mongolia; IRIM） 
Indera Ratna Irawati Pattinasarany（インドネシア大学） 
Nghiem Thi Thuy（ベトナム社会科学院） 

Session 2: Regional and Intergenerational Inequality 
 原田博夫（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター代表・経済学部教授）

 鷲見英司（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター客員研究員・新潟大学准教授）

Emma Porio（アテネオ・デ・マニラ大学） 
Noralene Uy（アテネオ・デ・マニラ大学） 
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Surangrut Jumnianpol（チュラロンコン大学） 
Montakarn Chimmamee（チュラロンコン大学） 
Surichai Wun’gaeo（チュラロンコン大学） 

Session 3: Trust, Community, and Social Capital 
Bold Tsevegdorj（the Independent Research Institute of Mongolia; IRIM） 
Byambasuren Yadmaa（the Independent Research Institute of Mongolia; IRIM） 
Dashzeveg Lkhagvanorov（the Independent Research Institute of Mongolia; IRIM） 
Daisy Indira Yasmine（インドネシア大学） 
Riena J. Surayuda（インドネシア大学） 
Evelyn Suleeman（インドネシア大学） 
Paulus Wirutomo（インドネシア大学） 
Iwan Gardono Sudjatmiko（インドネシア大学） 
Roy Ferdy Gunawan（インドネシア大学） 
Tiara Wahyuningtyas（インドネシア大学） 
Rangga Ardan Rahim（インドネシア大学） 

【11 月 24 日 (土)】アカデミック ミーティング 
Session 4: New Perspectives for Well-Being Studies 
 矢崎慶太郎（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター・ポスト・ドクター）

Dong-Kyun Im（ソウル大学） 
Session 5: Life Style and Family 

Ying-Ting Wang（元智大学） 
Ming-Chang Tsai（台湾中央研究院） 

Session 6: Religion and Well-Being in Comparative Perspectives 
 金井雅之（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター研究員・人間科学部教授）

Fadlan Khaerul Anam（インドネシア大学） 
Session 7: Social Function of Religion 

Evelyn Suleeman（インドネシア大学） 
Daisy Indira Yasmine（インドネシア大学） 
Riena J. Surayuda（インドネシア大学） 
Paulus Wirutomo（インドネシア大学） 
Francisia Seda（インドネシア大学） 
Lugina Styawati Setiono（インドネシア大学） 
Yosef Hilarius Timu Pera（インドネシア大学） 
Muhammad Damm（インドネシア大学） 
Kevin Nobel Kurniawan（インドネシア大学） 

Closing Remark ＆Invitation to the 2019 Conference in Taipei 
 原田博夫（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター代表・経済学部教授）

Ming-Chang Tsai（台湾中央研究院） 

【11 月 25 日 (日)】シンポジウム 
開会挨拶

 原田博夫（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター代表・経済学部教授）

 日髙義博（学校法人専修大学理事長・名誉教授）

基調講演 1「相対所得、相対意識と幸福度」 
 大竹文雄（大阪大学大学院経済学研究科・教授）

基調講演 2「ウェルビーイングの為のレッスン：ブータンにおける GNH を目指す 
  教育哲学と実践を手がかりに」

 細田満和子（星槎大学副学長・教授）

発表 1：東南アジア諸国におけるソーシャル・ウェルビーイングの役割 
Surichai Wun’gaeo（チュラロンコン大学） 
Emma Porio（アテネオ・デ・マニラ大学） 
Dang Nguyen Anh（ベトナム社会科学院） 
Paulus Wirutomo（インドネシア大学） 

発表 2：北東アジア諸国におけるソーシャル・ウェルビーイングの役割 
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Jaeyeol Yee（ソウル国立大学） 
Ming-Chang Tsai（台湾中央研究院） 
Batsugar Tsedendamba（the Independent Research Institute of Mongolia; IRIM） 

パネルディスカッション

閉会挨拶

 原田博夫（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター代表・経済学部教授）

司会：金井雅之（ソーシャル・ウェルビーイング研究センター研究員・人間科学部教授）

Ⅱ. 刊行物（別紙２参照） 
【平成 26 年度】 

■「ソーシャル・ウェルビーイング研究論集」第 1 号 平成 27 年 3 月・全 190 頁 
■「The Senshu Social Well-being Review」No.1       平成 27 年 3 月・全 199 頁 

【平成 27 年度】 
■「ソーシャル・ウェルビーイング研究論集」第 2 号 平成 28 年 3 月・全 108 頁 
■「The Senshu Social Well-being Review」No.2       平成 28 年 3 月・全 111 頁 

【平成 28 年度】 
■「ソーシャル・ウェルビーイング研究論集」第 3 号 平成 29 年 3 月・全 116 頁 
■「The Senshu Social Well-being Review」No.3       平成 28 年 9 月・全 184 頁 

【平成 29 年度】 
■「ソーシャル・ウェルビーイング研究論集」第 4 号 平成 30 年 3 月・全 170 頁 
■「The Senshu Social Well-being Review」No.4       平成 29 年 12 月・全 125 頁 

【平成 30 年度】 
■「ソーシャル・ウェルビーイング研究論集」第 5 号 平成 31 年 3 月・全 216 頁 
■「The Senshu Social Well-being Review」No.5       平成 30 年 12 月・全 138 頁 

Ⅲ.インターネットでの公開状況 
【ソーシャル・ウェルビーイング研究センターURL】 
https://www.senshu-u.ac.jp/swb/

＜これから実施する予定のもの＞ 

なし 

１４ その他の研究成果等 
《研究会》

【平成 26 年度】 
■第 1 回研究会

日時： 平成 26 年 8 月 8 日（金）13:30～16:00 
場所：   専修大学生田校舎 社会知性開発研究センター

担当：   原田博夫

出席者： 飯沼健子、金井雅之、神原理、嶋根克己、田中康裕、宮川英一

内容：   社会意識（アンケート）調査の狙いと具体的な調査項目・事項の再設定に向けて：

社会関係資本研究センターで実施済みのアンケート調査設問・項目（日本語・英語・

現地語）の突き合わせ・対応の確認

■第 2 回研究会

日時： 平成 26 年 8 月 20 日（水）13:30～16:00 
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場所：   専修大学生田校舎 社会知性開発研究センター

担当：   原田博夫

出席者： 飯沼健子、稲田十一、大橋英夫、大矢根淳、嶋根克己、丸茂雄一、

村上俊介、宮川英一

内容：   社会意識（アンケート）調査の狙いと具体的な調査項目・事項の再設定に向けて：

新たな項目の導入と削除項目洗い出し（第 1 回） 

■第 3 回研究会

日時： 平成 26 年 9 月 19 日（金）13:30～16:00 
場所：   専修大学生田校舎 社会知性開発研究センター

担当：   原田博夫

出席者： 稲田十一、大橋英夫、大矢根淳、丸茂雄一、村上俊介、宮川英一

内容： 社会意識（アンケート）調査の狙いと具体的な調査項目・事項の再設定に向けて：

新たな項目の導入と削除項目洗い出し（第 2 回） 

■第 4 回研究会

日時： 平成 26 年 10 月 3 日（金）14:30～17:00 
場所： 専修大学生田校舎 6 号館 612 教室 
講師：   金井雅之

担当：   原田博夫

出席者： 飯沼健子、嶋根克己、村上俊介、宮川英一、矢崎慶太郎

内容：   ソーシャル・ウェルビーイング研究の課題

■第 5 回研究会

日時： 平成 26 年 10 月 17 日（金）13:30～15:30 
場所： 専修大学生田校舎 6 号館 612 教室 
担当：   原田博夫

出席者： 飯沼健子、大矢根淳、金井雅之、神原理、嶋根克己、鈴木奈穂美、

丸茂雄一、宮川英一、矢崎慶太郎

内容：   調査票作成について

■第 6 回研究会

日時： 平成 26 年 11 月 14 日（金）13:00～17:30 
場所： 専修大学生田校舎 6 号館 612 教室 
担当：   原田博夫

出席者： 飯沼健子、大矢根淳、金井雅之、神原理、嶋根克己、鈴木奈穂美、

丸茂雄一、宮川英一、矢崎慶太郎

内容：   調査票作成について

■第 7 回研究会

日時： 平成 26 年 11 月 19 日（水）10:50～13:00 
場所： 専修大学生田校舎 6 号館 612 教室 
担当：   原田博夫

出席者： 飯沼健子、大矢根淳、金井雅之、丸茂雄一、村上俊介、宮川英一、

矢崎慶太郎

内容：   調査票作成について

■第 8 回研究会

日時： 平成 27 年 1 月 7 日（水）13:00～14:30 
場所： 専修大学生田校舎 6 号館 612 教室 
担当：   原田博夫

出席者： 金井雅之、嶋根克己、田中康裕、丸茂雄一、宮川英一、矢崎慶太郎

内容：   調査票作成について

■第 9 回研究会
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日時： 平成 27 年 3 月 19 日（木）14：00～17：00 
場所： 専修大学生田校舎 10 号館 ゼミ 105E 
講師：   鷲見英司、金井雅之

出席者： 原田博夫、大橋英夫、村上俊介、神原理、大矢根淳、丸茂雄一、田中康裕、宮川英一、

矢崎慶太郎

内容：   鷲見英司氏の研究発表および金井研究員による調査結果の記述統計概要の発表

【平成 27 年度】 
■第 10 回研究会

日時： 平成 27 年 5 月 14 日（木）10：45～12：30 
場所： 専修大学生田校舎 6 号館 611 教室 
講師：   原田博夫

出席者： 飯沼健子、大矢根淳、金井雅之、嶋根克己、丸茂雄一、田中康裕、宮川英一、

矢崎慶太郎

内容：   海外における調査準備の経過とデータの利用条件の設定

■第 11 回研究会

日時： 平成 27 年 6 月 19 日（金）15：00～17：00 
場所： 専修大学生田校舎 10 号館 ゼミ 105V 
講師：   矢澤修次郎（一橋大学、成城大学・名誉教授）

出席者： 原田博夫、金井雅之、飯沼健子、神原理、大矢根淳、嶋根克己、丸茂雄一、田中康裕、

中村知子、矢崎慶太郎

内容：  「東アジア・東南アジアの社会学者とのネットワーキング」

■第 12 回研究会

日時： 平成 27 年 7 月 28 日（火）13：00～17：15 
場所： 専修大学生田校舎 10 号館 ゼミ 105S 
講師：   稲田十一、飯沼健子、中村知子、徐一睿

出席者： 原田博夫、大橋英夫、金井雅之、丸茂雄一、田中康裕、矢崎慶太郎

内容：   アジア地域の社会状況についての研究報告

■第 13 回研究会

日時： 平成 27 年 12 月 4 日（金）13：00～15：30 
場所： 専修大学生田校舎 10 号館 ゼミ 105K 
講師：   山本耕資、大﨑裕子

出席者： 原田博夫、金井雅之、飯沼健子、丸茂雄一、嶋根克己、神原理、宮川英一、矢崎慶太郎

内容：   山本耕資「所得平等化政策に関する選好の計測と分析」

大﨑裕子「現代社会における一般的信頼の規定要因と帰結」

【平成 28 年度】 
■第 14 回研究会

日時： 平成 28 年 10 月 21 日（金）13：50～14：30 
場所： 専修大学生田校舎 6 号館 612 教室 
報告者： 金井雅之

出席者： 原田博夫、飯沼健子、大﨑裕子、大矢根淳、金井雅之、神原理、嶋根克己、鈴木奈穂美、 
丸茂雄一、矢崎慶太郎

内容： 金井雅之 「SWB 日本調査のこれまでの分析の概要と今後の方向性」 

■第 15 回研究会

日時： 平成 28 年 11 月 11 日（金）13：00～14：30 
場所： 専修大学生田校舎 6 号館 612 教室 
報告者： 神原理、鈴木奈穂美

出席者： 原田博夫、大矢根淳、金井雅之、神原理、嶋根克己、鈴木奈穂美、丸茂雄一、山本耕資、 
矢崎慶太郎

内容： 神原理 「SWB 日本調査 2015 の分析結果―地域生活と幸福度との関係から―」 
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鈴木奈穂美 「SWB 日本調査に見る介護者の主観的幸福度・満足度」 

■第 16 回研究会

日時： 平成 28 年 12 月 2 日（金）14：00～16：00 
場所： 専修大学生田校舎 6 号館 612 教室 
報告者： 嶋根克己、Steven Lim 
出席者： 原田博夫、飯沼健子、金井雅之、嶋根克己、鈴木奈穂美、丸茂雄一、Steven Lim、 

矢崎慶太郎

内容：   嶋根克己 「死者のつながりとソーシャル・ウェルビーイング」

Steven Lim（経済学部、海外客員教授） 
“Happiness & Older People: Reinterpreting Relative Income” 

■第 17 回研究会

日時： 平成 29 年 1 月 27 日（金）13：30～15：00 
場所： 専修大学生田校舎 6 号館 623 教室 
報告者： 大﨑裕子、山本耕資

出席者： 原田博夫、金井雅之、嶋根克己、大﨑裕子、山本耕資、矢崎慶太郎

内容：   大﨑裕子 「信頼と生活満足の関係に関する国際比較」

山本耕資 「政策選好の分析：主観的幸福とソーシャル・ウェルビーイングをめぐって」 

【平成 29 年度】 
■第 18 回研究会

日時： 平成 29 年 4 月 14 日（金）14：50～16：20 
場所： 専修大学生田校舎 3 号館 社会知性開発研究センター3 
報告者： 嶋根克己

出席者： 原田博夫、金井雅之、嶋根克己、飯沼健子、丸茂雄一、鈴木奈穂美、矢崎慶太郎

内容： 嶋根克己 “The Social Bond with the Dead” 

■第 19 回研究会

日時： 平成 29 年 5 月 19 日（金）14：30～15：40 
場所： 専修大学生田校舎 3 号館 335 教室 
報告者： 小林盾（成蹊大学）

出席者： 原田博夫、金井雅之、大矢根淳、飯沼健子、丸茂雄一、神原理、矢崎慶太郎

内容：   小林盾 「英語論文執筆のためのワークショップ」

■第 20 回研究会

日時： 平成 29 年 5 月 26 日（金）14：00～15：40 
場所： 専修大学生田校舎 3 号館 335 教室 
報告者： 丸茂雄一

出席者： 原田博夫、金井雅之、大矢根淳、飯沼健子、中村知子、矢崎慶太郎

内容：   丸茂雄一 「日本における収入格差の認知過程の可視化」

■第 21 回研究会

日時： 平成 29 年 6 月 2 日（金）14：30～16：00 
場所： 専修大学生田校舎 3 号館 335 教室 
報告者： 矢崎慶太郎

出席者： 原田博夫、金井雅之、嶋根克己、鈴木奈穂美、矢崎慶太郎

内容： 稲葉陽二・吉野諒三『ソーシャル・キャピタルの世界』輪読 第 6・7 章 

■第 22 回研究会

日時： 平成 29 年 6 月 16 日（金）14：30～16：00 
場所： 専修大学生田校舎 3 号館 335 教室 
報告者： 矢崎慶太郎

出席者： 原田博夫、金井雅之、嶋根克己、飯沼健子、矢崎慶太郎

内容： 稲葉陽二・吉野諒三『ソーシャル・キャピタルの世界』輪読 第 8・9 章 

47



（様式 2） 

法人番号 131039 
プロジェクト番号 S1491003 

■第 23 回研究会

日時： 平成 29 年 6 月 23 日（金）14：30～16：00 
場所： 専修大学生田校舎 3 号館 335 教室 
報告者： 鈴木奈穂美

出席者： 原田博夫、金井雅之、鈴木奈穂美、大矢根淳、丸茂雄一、矢崎慶太郎

内容： 鈴木奈穂美 「介護者の満足度の決定要因：SWB 日本調査分析」 

■第 24 回研究会

日時： 平成 29 年 6 月 30 日（金）14：30～16：30 
場所： 専修大学生田校舎 3 号館 335 教室 
報告者： 林伸一郎（外務省アジア大洋州局中国・モンゴル第一課・上席専門官）

出席者： 原田博夫、金井雅之、嶋根克己、稲田十一、丸茂雄一、中村知子、大﨑裕子、 

矢崎慶太郎、土屋昌明 

内容：   林伸一郎 「モンゴル社会における『裂け目』の現状」

■第 25 回研究会

日時： 平成 29 年 7 月 14 日（金）14：30～16：00 
場所： 専修大学生田校舎 3 号館 335 教室 
報告者： 飯沼健子

出席者： 原田博夫、金井雅之、大矢根淳、飯沼健子、鈴木奈穂美、丸茂雄一、大﨑裕子、 

矢崎慶太郎 

内容： 飯沼健子 “Gender Issues in Japan and Korea: at the Crossroads of Objective 
Well-being and Subjective Well-being” 

■第 26 回研究会

日時： 平成 29 年 7 月 28 日（金）16：00～17：50 
場所： 専修大学神田校舎 7 号館 772 教室 
報告者： 吉野諒三（統計数理研究所）

出席者： 原田博夫、金井雅之、嶋根克己、飯沼健子、神原理、丸茂雄一、山本耕資、矢崎慶太郎

内容：   吉野諒三 

「国際比較調査の知見の幾つか：各国の『世論調査の方法論』自体がその国の政治・

経済・社会状況を映し出す」

■第 27 回研究会

日時： 平成 29 年 11 月 28 日（火）11：00～12：30 
場所： 専修大学生田校舎 3 号館 338 教室 
報告者： 芝井清久、稲垣佑典（ROIS-DS） 
出席者： 原田博夫、金井雅之、大矢根淳、鈴木奈穂美、丸茂雄一、矢崎慶太郎

内容： 芝井清久 「核不拡散体制における IAEA 査察制度の役割とその課題」 
稲垣佑典 「Web 調査における Satisfice 回答行動の分析」 

【平成 30 年度】 
■第 28 回研究会

日時： 平成 30 年 10 月 19 日（金）13：00～14：30 
場所： 専修大学生田校舎 3 号館 337 教室 
報告者： カローラ・ホメリヒ（北海道大学）

出席者： 原田博夫、金井雅之、嶋根克己、カローラ・ホメリヒ、飯沼健子、大矢根淳、神原理、

丸茂雄一、小森田龍生

内容：   カローラ・ホメリヒ

“Measuring Happiness: The Structure of Determinants and Possible Interpretations”

■第 29 回研究会

日時： 平成 31 年 2 月 7 日（木）14：00～16：30 
場所： 専修大学生田校舎 3 号館 社会知性開発研究センター3 
報告者： Suk-Ki Kong（ソウル国立大学アジア研究所） 
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出席者： 原田博夫、嶋根克己、神原理、稲田十一、矢崎慶太郎、長尾謙吉、博凱儀、三石博行、

市川顕

内容： Suk-Ki Kong 
“Mapping Out Korean Civil Society and its Engagement in Social Economy” 

■第 30 回研究会

日時： 平成 31 年 3 月 18 日（月）15：00～17：00 
場所： 専修大学生田校舎 2 号館 1 階 ラーニングスタジオ 211 
報告者： 原田博夫

内容：   原田博夫 

「中国・新常態研究を振り返り‐研究者・原田博夫はなぜアジア・中国研究に

シフトしたのか」

１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

該当なし 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

該当なし 

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 

該当なし 

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 

該当なし 
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１７
（千円）

　
社会知性開発研究センター事務課 93 ㎡ 1 21 名
社会知性開発研究センター2 24 ㎡ 1 21 名

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

（千円）

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ

ｈ

１８ 研究費の支出状況 （千円）
 平成 年度年　　　度 26

（研究設備）

整備年度

1,313

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

研究施設面積

光　熱　水　費

1,832

教育研究用機器備品

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出

印刷製本費
旅費交通費

85

14,182

資料・年報送付　他

金　　額

1,313

研究支援推進経費

5,758

計

通信運搬費

（情報処理関係設備）

図　　　　書

リサーチ・アシスタント

雑費

報酬・委託料

432

名刺、行事案内、論集等

補助金額

事業経費施　設　の　名　称

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番 事業経費

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

補助金額整備年度

（研究装置）

研究室等数 使用者数

計

小  科  目
主　な　使　途

消　耗　品　費
0

積　　算　　内　　訳

1,832
3,927

印刷費等

0

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消耗品、コピー、参考資料　他

支　出　額

消耗品、コピー代等

雑費等 432

14,182

3,927

委託・謝礼費等

学会 268

国内・海外出張等

5,758

6

1,460

時給1,100円、年間時間数 6時間
実人数　1名

1,000

0

計

計

0

1,460

1,460

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

6

0

2,333

0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

1,590

1,584 1,584
0

1,590

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ポスト・ドクター 1,333

補助主体

補助主体

国内・海外出張、招聘講師旅費　他

調査委託、翻訳、シンポジウム講師謝礼　他

行事開催時雑費

1,460

0

2,333

学内1名
学内1名

1,000
1,333

賃借料

準備品費 567 OA機器等 567 パソコン等
268 学会参加費　他
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00

郵送料等 85

諸会費
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 平成 年度

 平成 年度

光　熱　水　費 0
消　耗　品　費 949 消耗品、コピー代等 949 消耗品、コピー、参考資料　他

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額

プロジェクト番号 S1491003

0

通信運搬費 171 郵送料等 171 資料・論集送付、行事案内　他

印刷製本費 1,135 印刷費等 1,135 名刺、行事案内、論集等

旅費交通費 2,596 国内・海外出張等 2,596 国内・海外出張、招聘講師旅費　他

賃借料 0 0

報酬・委託料 9,351 委託・謝礼費等 9,351 調査委託、翻訳、シンポジウム講師謝礼　他

準備品費 273 OA機器等 273 パソコン、プリンタ

諸会費 399 学会 399 学会参加費　他

雑費 829 雑費等 829 行事開催時雑費

計 15,703 15,703

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 14 14 時給1,100円、年間時間数 13時間
（兼務職員） 3,040 3,040 実人数　1名

教育研究経費支出 0 0

計 3,054 3,054

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 215 215

図　　　　書 0 0

計 215 215

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 2,000 2,000 学内1名
研究支援推進経費 0 0

計 2,000 2,000

年　　　度 28

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 310 消耗品、コピー代等 310 消耗品、コピー、参考資料　他

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 283 郵送料等 283 資料・論集送付、行事案内

印刷製本費 1,548 印刷費等 1,548 名刺、リーフレット、論集等

旅費交通費 4,829 国内・海外出張等 4,829 国内・海外出張、招聘講師旅費　他

賃借料 54 賃借料等 54 シンポジウム同時通訳機器レンタル

報酬・委託料 9,230 委託・謝礼費等 9,230 調査委託、翻訳、シンポジウム講師謝礼　他

準備品費 0 0

諸会費 408 学会 408 学会参加費　他

雑費 127 雑費等 127 行事開催時雑費

計 16,789 16,789

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員） 3,019 3,019 実人数　1名
教育研究経費支出 0 0

計 3,019 3,019

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

図　　　　書 0 0

計 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 2,000 2,000 学内1名
研究支援推進経費 0 0

計 2,000 2,000
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（様式2）

法人番号 131039

 平成 年度

 平成 年度

プロジェクト番号 S1491003

年　　　度 29

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 253 消耗品、コピー代等 253 消耗品、コピー、参考資料　他

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 112 郵送料等 112 資料・年報送付　他

印刷製本費 1,613 印刷費等 1,613 名刺、論集等

旅費交通費 4,674 国内・海外出張等 4,674 国内・海外出張、招聘講師旅費　他

賃借料 318 賃借料等 318 コンファレンス会場費

報酬・委託料 9,179 委託・謝礼費等 9,179 調査委託、英文校正、研究会講師謝礼　他

準備品費 0 0

諸会費 432 学会 432 学会参加費　他

雑費 47 雑費等 47 行事開催時雑費

計 16,628 16,628

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員） 2,746 2,746 実人数　1名
教育研究経費支出 0 0

計 2,746 2,746

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

図　　　　書 0 0

計 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 2,000 2,000 学内1名
研究支援推進経費 0 0

計 2,000 2,000

年　　　度 30

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 197 消耗品、コピー代等 197 消耗品、コピー、参考資料　他

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 223 郵送料等 223 資料・年報送付　他

印刷製本費 1,677 印刷費等 1,677 名刺、行事案内、論集等

旅費交通費 7,998 国内・海外出張等 7,998 国内・海外出張、招聘講師旅費　他

賃借料 0 0

報酬・委託料 1,192 委託・謝礼費等 1,192 英文校正、シンポジウム講師謝礼　他

準備品費 0 0

諸会費 348 学会 348 学会参加費　他

雑費 979 雑費等 979 行事開催時雑費

計 12,614 12,614

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 83 83 時給1,100円、年間時間数約70時間
（兼務職員） 3,235 3,235 実人数　1名

教育研究経費支出 0 0

計 3,318 3,318

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

図　　　　書 0 0

計 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 2,000 2,000 学内1名
研究支援推進経費 0 0

計 2,000 2,000
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【別紙１】シンポジウム・コンファレンスポスター

第 1 回シンポジウム 第 2 回シンポジウム 

第 3 回シンポジウム 第 1 回国際コンファレンス（通算第 4 回シンポジウム） 
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【別紙１】シンポジウム・コンファレンスポスター

第２回国際コンファレンス   第３回国際コンファレンス

第 4 回国際コンファレンス 第５回国際コンファレンス・平成 30 年度シンポジウム 
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【別紙２】刊行物

日本語論集『ソーシャル・ウェルビーイング研究論集』

＜No.1, 2015 年 3 月＞ 

＜No.2, 2016 年 3 月＞ 
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【別紙２】刊行物

＜No.3, 2017 年 3 月＞ 

＜No.4, 2018 年 3 月＞ 
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【別紙２】刊行物

＜No.5, 2019 年 3 月＞ 

英語論集 The Senshu Social Well-being Review 
＜No.1, March 2015＞ ＜No.2, March 2016＞ 
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【別紙２】刊行物

＜No.3, September 2016＞ ＜No.4, December 2017＞ 

＜No.5, December 2018＞ 
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